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七
面
天
女
授
与
の
鐺な
べ

─
『
本
化
別
頭
佛
祖
統
記
』
の
引
用
書
籍
か
ら
の
検
証
─

玉

　木

　晃

　仁

【
は
じ
め
に
】

　

日
蓮
宗
独
自
の
七
面
信
仰
に
つ
い
て
、
六
牙
院
日
潮
（
一
六
七
五
〜
一
七
四
八
）
に
よ
り
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
脱
稿
『
本
化
別

頭
佛
祖
統
記
』（
本
山
本
満
寺
）
所
収
「
甲
州
身
延
積
善
坊
第
十
代
日
閑
法
師
傳　

附
日
傳
」（
四
五
六
〜
七
頁
）
は
重
要
な
記
述
の
一
つ

で
あ
る
。

　

要
約
す
る
と
、（
前
半
）
あ
る
僧
が
、
七
面
山
に
十
七
日
間
祈
祷
経
を
誦
し
て
参
篭
中
、
七
面
天
女
よ
り
約
七
合
入
る
鐺
を
授
け
ら
れ

た
。
こ
の
鐺
は
水
を
煮
れ
ば
甘
く
、
粥
を
炊
い
て
多
く
の
人
々
に
施
し
て
も
尽
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
ま
た
こ
の
僧
は
神
の
如
き
修
験
の

術
も
七
面
天
女
か
ら
授
け
ら
れ
、
人
々
は
日
傳
大
徳
と
称
し
て
敬
仰
し
た
。
日
傳
は
初
め
西
之
坊
に
一
時
滞
在
、
後
に
東
谷
に
草
庵
を
結

び
積
善
房
と
称
し
た
。
日
傳
寂
後
は
弟
子
の
日
遠
が
継
承
し
た
。（
後
半
）
十
代
の
仙
寿
院
日
閑
は
、「
荒
行
の
祖
」
仙
応
坊
日
慧
に
師
事
、

七
面
山
で
の
修
行
の
際
、
七
面
天
女
よ
り
一
枝
を
賜
わ
っ
た
。
こ
の
神
枝
を
も
っ
て
修
法
す
れ
ば
、
祈
祷
叶
わ
な
い
こ
と
は
な
い
と
い
う
。

木
剣
の
起
源
と
も
い
え
る
記
述＊

１

で
あ
る
。

　

こ
の
二
つ
の
逸
話
は
「
舊
紀
失
名
」
の
記
載
が
あ
り
、
今
日
現
存
し
て
い
な
い
。『
本
化
別
頭
佛
祖
統
記
』
で
唯
一
確
認
で
き
る
「
舊

紀
失
名
」
の
記
述
を
、
前
半
の
七
面
天
女
授
与
の
鐺
か
ら
検
証
す
る
。
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47 七面天女授与の鐺（玉木）

　

な
お
今
日
で
は
一
般
的
に
七
面
大
明
神
と
尊
称
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、『
本
化
別
頭
佛
祖
統
記
』
の
引
用
書
籍
に
従
い
、
七
面

天
女
と
呼
称
す
る
。

【
な
ぜ
七
面
天
女
は
鐺
を
授
与
し
た
の
か
】

　

日
傳
が
七
面
天
女
に
拝
す
る
箇
所
は
、

往お
う
こ古

孤
貧
の
僧
（
舊
紀
失
名
）
飢う
え

て
疲つ
か
れ

た
り
常
に
祈
禱
經
を
持
す　

夙つ
と

に
障さ
わ
り

相あ
い
の
ぞ
く除

将ま
さ

に
正し
よ
う
ね
ん念

に
滅め
つ

を
取
ん
と
し
て
芬ふ
ん

陀だ

梨り

峰ほ
う

七

面
山
詣も
う
で

拝は
い

す　

七
日
持
咒
唱
題
し
て
終
と
も
す
が
ら

（
日
？
）
を
期き

す
の
外ほ
か

他
の
念
無
く
深し
ん
こ
う更

恍こ
う
こ乎

と
し
て
七
面
の
眞
相
を
拜
す　

天
女
威

徳
あ
て
衣
冠
整
然
た
り
手
に
一
鐺な
べ　

明め
い

相そ
う

現
す
る
時
之
を
見
れ
ば　

其
鐺
僧
の
膝
に
在
り　

水
を
湘に

て
甘
し
饘か
ゆ

を
烹に

テ
茲こ
こ

に
お
い
て

盡つ
き

ず　

僧も
ま
た也

六
根
潤
う
る
お
い

を
得え

テ
信
地
大
に
麗
遠
近
之
を
聞
て
緇し

そ素
來
見
一
日
數
百
人　

饘
を
啜
て
盡
ず
之
を
啜
へ
ば
彌
い
よ
い
よ

益ま

す　

其

僧
西
の
坊
に
寓よ

ス　

其
鐺
大お
お
き

さ
七
合
を
容い

る　

鉤か
ぎ

有
り　

俗ぞ
く

呼
て
西
之
坊
ノ
七
合
鉤
と
為
す�（
書
き
下
し
・
振
仮
名
著
者　

四
五
六

頁
）

　

日
傳
は
、
早
く
障
を
除
い
て
、
悟
り
の
境
地
で
あ
る
滅
諦
を
得
よ
う
と
七
面
山
に
参
拝
し
た
。
七
日
間
陀
羅
尼
と
題
目
を
唱
え
て
過
ご

し
、
こ
の
他
の
こ
と
は
念
頭
に
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
お
ぼ
ろ
げ
に
な
っ
た
と
き
、
七
面
天
女
の
真
相
を
拝
見
し
た
。
天
女
は
威
徳
が
あ
り

衣
冠
を
整
え
、
手
に
一
つ
の
鐺
を
持
っ
て
い
た
。
明
相
（
日
の
出
前
の
東
の
空
が
白
く
な
る
頃
）
に
見
て
み
る
と
、
そ
の
鐺
が
僧
の
膝
に

あ
っ
た
。
水
を
入
れ
る
と
甘
く
な
る
。
粥
を
煮
る
と
減
ら
な
い
。
僧
は
六
根
潤
い
を
得
た
。
こ
れ
を
聞
き
つ
け
た
僧
俗
、
一
日
数
百
人
来

て
粥
を
啜
っ
た
が
無
く
な
ら
ず
、
ま
す
ま
す
増
え
た
。
そ
の
僧
は
西
の
坊
に
身
を
寄
せ
て
い
た
。
そ
の
鐺
は
大
き
さ
七
合
、
鉤
が
あ
っ
た
。

俗
に
「
西
の
坊
の
七
合
鉤
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

文
中
の
明
相
の
と
き
粥
を
食
す
る
こ
と
は
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
の
成
立
し
、
江
戸
時
代
に
刊
本
が
流
布
し
た
覚
鑁

（
一
〇
九
五
〜
一
一
四
四
）
の
書
と
さ
れ
て
い
る
『
孝
養
集＊

２

』
に
「
齋
と
者
卯
の
明
相
現
ず
る
時
に
粥
を
食
。
亦
午
の
時
の
前
に
飯
を
食
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す
る
也
。＊

３

」
と
確
認
で
き
る
。

　

江
戸
時
代
、
多
く
の
刊
本
が
刊
行
さ
れ
た
中
国
宋
代　

道
誠
に
よ
り
一
〇
一
九
年
秋
脱
稿
。
初
学
者
対
象
に
仏
教
全
般
の
用
語
・
出
来

事
な
ど
を
注
解
し
た
仏
教
用
語
集
『
釈
氏
要
覧＊

４

』
に
よ
れ
ば
、

　
　

�

四
分
律

ニ
云
。
明
相
出

テ
始

テ
得
レ
食

ス
ル

レ

粥
ヲ

餘
ヘ

皆
非
時
〇
婆
沙
論

ニ
云

ク
明
相
有
レ
三

〇
初

ニ
日
照

ス二
剡
部
樹
身

ヲ一
天
作

ルレ
黑
─

色
ト

。
二

ニ
ハ

日
照
レ
樹
─

葉
ヲ

。
天
作

ルレ
青
─

色
ト

。
三

ニ
ハ

日
過

クレ
樹

ヲ
、
天
作
レ
白
─

色
ト
〇

三
─

色
ノ

中
二

取
テレ

白
─

色
ヲ

為
スレ

正
─

時
ト

、
須

ク
舒

ヘレ
手

ヲ
見

テレ
掌

ヲ
文

分
明

イ
ラ
ハ
〇

始
テ

得
レ
食

ス
ル

レ

粥＊
５

ヲ
。

　
『
四
分
律
』
に
よ
れ
ば
、
明
相
が
出
る
と
き
、
初
め
て
粥
を
食
す
る
べ
き
で
、
他
は
そ
の
と
き
で
は
な
い
。『
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
』

に
よ
れ
ば
、
明
相
に
は
三
つ
あ
る
。
初
、
日
は
樹
木
の
切
っ
先
を
照
ら
し
、
天
は
黒
色
と
な
る
。
二
、
日
は
樹
木
の
葉
を
照
ら
し
、
天
は

青
色
と
な
る
。
三
、
日
が
樹
木
全
体
に
至
っ
て
、
天
は
白
色
と
な
る
。
三
色
の
な
か
で
白
色
を
適
時
と
す
る
。
手
を
広
げ
手
の
ひ
ら
の
模

様
が
明
確
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
、
初
め
て
粥
を
食
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

中
国
唐
代
六
六
八
年
に
道
世
（
六
〇
四
〜
六
八
三＊

６

）
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
法
苑
珠
林
』
は
、
仏
教
に
関
連
し
た
故
実
を
百
篇
六
六

八
部
に
分
類
・
解
説
し
た
仏
教
類
書
で
あ
る
。
深
草
元
政
（
一
六
二
三
〜
六
八
）
と
慈
忍
院
日
孝
（
一
六
四
二
〜
一
七
〇
八
）
に
よ
り
施

訓
さ
れ
た
校
注
本
（
寛
文
和
刻
本
）
か
ら
江
戸
時
代
、
世
に
広
ま
っ
た＊

７

。『
法
苑
珠
林
』
愛
齋
編
第
八
十
九
の
引
證
部
第
二
に
は
、

　
　

�

若
シ

欲
ハレ

解
ム
ト

レ

齋
ヲ

要
ラ
ス

待
テ二

明
相
出
時

ヲ一
始

テ
得

ヘ
シ

レ

食
ス
ル

レ

粥
ヲ

。
不

レ
ハ

爾
ラ

破
齋

ナ
リ

。
何

ヲ
カ

名
二
明
相

ト一
。
如

キ二
薩
婆
多
論

二
云

カ一
。
明
相

二

有
三
種

ノ
色
一
。
若

シ
日
照

ス
キ
ハ

二

）

閻
浮
提
樹

ヲ一
。
則
有
二
黒
色

ナ
ル

一

。
若

シ
照

ス
キ
ハ

二

）

樹
葉

ヲ一
。
則
有
二
青
色

ナ
ル

一

。
若

シ
照

ス
キ
ハ

二

）

樹
葉

ヲ一
。
則
有
二
白

色
ナ
ル

一

。
於
二
三
色

ノ
中

ニ一
白
色

ヲ
爲
レ
正

ト
。
始

テ三
得
解

シレ
齋

ヲ
食

ヲ二
其

ノ
粥

ヲ一
也＊

８

　

齋
を
解
こ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
明
相
が
出
る
時
を
待
ち
、
始
め
に
粥
を
食
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
齋
を
破
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
明
相
と
は
何
か
。『
薩
婆
多
論
』
に
よ
れ
ば
、
明
相
に
は
三
種
類
の
色
が
、
日
が
閻
浮
提
（
こ
の
場
合
人
間
の
住
む
大
陸
）
の
樹

を
照
ら
す
と
黒
色
で
あ
る
。
樹
の
葉
を
照
ら
す
と
青
色
で
あ
る
。
樹
の
葉
を
過
ぎ
て
照
ら
す
と
白
色
で
あ
る
。
三
色
の
中
で
、
白
色
が
最
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も
適
し
て
い
る
。
始
め
齋
を
解
く
に
は
粥
を
食
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

先
に
挙
げ
た
『
孝
養
集
』『
釈
氏
要
覧
』『
法
苑
珠
林
』
は
、
環
境
が
整
っ
て
い
れ
ば
、
江
戸
時
代
に
は
読
書
可
能
で
あ
る
。
明
相
の
意

味
は
『
釈
氏
要
覧
』『
法
苑
珠
林
』
は
だ
い
た
い
同
じ
で
あ
る
が
、
引
用
書
籍
は
異
な
る
。
そ
の
な
か
で
日
傳
の
故
事
と
の
関
連
性
は
、

『
法
苑
珠
林
』
の
可
能
性
が
高
い
。

　

そ
の
理
由
は
、
①
齋
を
破
る
際
に
、
明
相
の
と
き
粥
を
食
す
る
部
分
で
あ
る
。『
孝
養
集
』『
釈
氏
要
覧
』
に
は
齋
を
破
る
と
き
に
粥
を

食
す
る
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。『
法
苑
珠
林
』
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
齋
に
は
、
多
様
な
意
味
が
あ
る＊

９

。
若
干
拡
大
解
釈
か
も
し

れ
な
い
が
、
修
行
そ
の
も
の
と
認
識
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
文
中
で
七
面
天
女
が
、
明
相
の
と
き
、
日
傳
へ
の
鐺
の
授
与
は
、
粥

を
炊
く
鐺
で
あ
り
、
修
行
修
了
を
促
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
授
与
さ
れ
た
後
、
日
傳
の
修
行
の
記
述
が
な
い
。
そ
の
鐺
で
粥
を
煮
て
僧

俗
に
ふ
る
ま
っ
て
い
る
記
述
の
み
で
あ
る
。
②
日
蓮
宗
に
関
係
し
た
人
物
、
深
草
元
政
と
慈
忍
院
日
考
が
施
訓
し
世
に
広
ま
っ
た
こ
と
。

の
二
点
で
あ
る
。

　

ま
た
「
鐺な

べ

」
は
「
こ
じ
り
」
と
も
読
む
。
刀
剣
の
鞘
の
末
端
。
そ
こ
に
は
め
る
金
物
を
意
味
し
、
刀
剣
に
関
係
す
る
格
言
も
あ
る＊1

＊

。
な

べ
を
「
鐺
」
の
字
を
使
用
し
た
こ
と
を
当
初
は
、
文
中
後
半
部
の
木
剣
起
源
説
と
刀
剣
と
の
関
係
を
考
え
て
い
た
が
、
関
連
は
な
さ
そ
う

で
あ
る
。

　

延
暦
十
六
年
（
七
九
七
）
成
立
の
勅
撰
史
書
、『
続
日
本
紀
』
で
は
文
武
天
皇
四
年
（
七
〇
〇
）
三
月
己
未
に
、
遣
唐
使
の
道
昭
（
六

二
九
〜
七
〇
〇
）
の
記
述
の
中
で
「
鐺
」
の
字
が
確
認
で
き
る
。
内
容
は
入
唐
し
玄
奘
（
六
〇
二
〜
六
六
四
）
に
師
事
し
た
。
そ
の
帰
国

す
る
際
の
箇
所
に
、

　
　

�

訣わ
か
れ

に
臨の

ぞ

み
て
、
三
蔵
、
持
て
る
舎し

や

利り

・
経
論
を
以も

ち

て
、
咸

こ
と
ご
と

く
和
尚
に
授さ

づ

け
て
曰い

は
く
、「
人よ能
く
道
を
弘ひ

ろ

む
。
今
斯こ

の
文も

ん

を
以も

ち

て

附ふ

属ぞ
く

せ
む
」
と
い
へ
り
。
ま
た
、
一
の
鐺な

べ子
を
授さ

ず

け
て
曰
は
く
、「
吾わ

れ

西さ
い
ゐ
き域

よ
り
自み

づ
か

ら
将も

ち
来き

た

り
し
な
り
。
物
を
煎に

に
病や

ま
ひ

を
養や

し
な

は

む
に
、
神

あ
や
し
き

験し
る
し

あ
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
な
か
り
き
」
と
い
へ
り
。
是こ

こ

に
和わ

じ
よ
う尚

、
拝は

い
し
や謝

し
、
啼な泣
き
て
辞わ

か

れ
ぬ
。
登と

う

州し
ゆ
う

に
至い

た

る
に
及
び
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て
、
使つ

か
い

の
人ひ

と

多
く
病や

め
り
。
和
尚
鐺
子
を
出い

だ

し
、
水
を
暖あ

た
た

め
粥か

ゆ

を
煮に

て
、
遍あ

ま
ね

く
病
め
る
徒

と
も
が
ら

に
与
へ
た
る
に
、
当そ

の
ひ日

に
即す

な
は

ち
差い

え
ぬ
。
既
に
纜

と
も
づ
な

を
解と

き
て
風
の
順ま

に
ま

に
去
る
。
海わ

た
な
か中

に
至
る
比

こ
の
ほ
ひ

。
船
漂た

だ
よ蕩

ひ
て
進
ま
ぬ
こ
と
。
七な

ぬ

日か

七な
な

夜よ

。
諸ひ

と
び
と人

怪あ
や
し

び
て
曰
は

く
、「
風
の
勢

い
き
ほ
ひ

快
こ
こ
ろ
よ

く
好よ

し
。
日
を
計は

か

る
に
本も

と
つ
く
に国

に
到い

た

る
べ
し
。
船
の
肯あ

へ

て
行
か
ざ
ら
む
は
、
計は

か
り

み
る
に
必
ず
意こ

こ
ろ

有
ら
む
。」

と
い
へ
り
卜う

ら
な

ふ
人
曰
は
く
、「
竜り

ゆ
う
わ
う王

、
鐺
子
を
得
む
と
欲す

」
と
い
ふ
。
和
上
聞
き
て
曰
は
く
。「
鐺
子
は
此
是こ

れ
三さ

む
ざ
う蔵

の
施
せ
る
も

の
な
り
。
竜
王
、
何な

ん

ぞ
敢あ

へ

て
索も

と

め
む
」
と
い
ふ
。
諸
人
、
皆み

な

曰
は
く
、「
今
鐺
子
を
惜
み
て
与
へ
ず
は
、
恐お

そ

る
ら
く
は
船
合こ

ぞ

り
て
魚う

お

の
為
に
食く

ら

は
れ
む
」
と
い
へ
り
。
因よ

り

て
鐺
子
を
取
り
て
、
海わ

た
な
か中

に
抛な

げ
入い

る
。
登す

な

時わ
ち

、
船
進
み
て
、
本ほ

ん
て
う朝

に
還か

へ帰
り
ね＊＊

＊

。

　

帰
国
に
際
し
て
、
玄
奘
は
仏
舎
利
、
経
論
、
鐺
子
等
を
授
け
た
。
特
に
鐺
子
に
つ
い
て
、「
私
が
西
域
か
ら
持
っ
て
き
た
も
の
、
物
を

煎
じ
病
を
養
ふ
に
神
験
が
あ
る
」
と
い
っ
て
別
れ
を
惜
み
、
和
尚
（
道
昭
）
も
感
謝
し
感
涙
し
た
と
い
う
。
登
州
（
現
在
の
山
東
省
煙
台

市
）
で
、
多
く
の
使
者
が
病
気
に
な
っ
た
。
和
尚
は
、
鐺
子
を
出
し
て
、
水
を
暖
め
御
粥
を
煮
て
、
病
気
の
者
に
与
え
た
ら
、
直
ぐ
に
快

癒
し
た
。
航
海
に
で
た
と
き
、
七
日
七
夜
、
船
が
進
ま
な
い
。
人
々
が
怪
し
ん
で
、「
風
の
勢
い
が
と
て
も
良
い
。
日
程
か
ら
考
え
る
と
、

日
本
に
着
い
て
い
る
は
ず
だ
。
船
が
進
ま
な
い
の
は
、
何
か
原
因
が
あ
る
に
ち
が
い
な
い
」
と
い
っ
た
。
陰
陽
師
の
占
い
に
よ
れ
ば
「
竜

王
が
鐺
子
を
所
望
で
あ
る
」
と
い
う
。
和
上
（
道
昭
）
は
、「
鐺
子
は
、
玄
奘
三
蔵
か
ら
戴
い
た
も
の
で
あ
る
。
竜
王
が
な
ぜ
無
理
に
欲

し
が
る
の
か
」
と
い
っ
た
。
全
員
が
「
今
、
鐺
子
を
惜
し
ん
で
与
え
な
か
っ
た
ら
、
船
が
転
覆
し
て
、
魚
の
餌
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い

っ
た
。
そ
の
た
め
鐺
子
を
海
に
投
入
れ
た
。
す
る
と
船
が
進
み
、
帰
国
で
き
た
。

　
『
続
日
本
紀
』
の
記
述
に
「
鐺な

子べ

」
と
あ
る
、
鐺
に
神
の
験
の
あ
る
こ
と
が
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
逸
話
に
、
七
面
天
女
の
日
蓮
宗
に

お
け
る
信
仰
の
位
置
が
関
わ
っ
て
く
る
。

　

七
面
天
女
は
、
日
蓮
宗
の
依
経
、
妙
法
蓮
華
経
に
登
場
し
な
い
。
七
面
信
仰
を
日
蓮
宗
に
包
摂
す
る
た
め
先
師
た
ち
に
よ
る
多
く
の
縁

起
が
創
作
さ
れ
る
。
例
え
ば
日
蓮
聖
人
の
七
面
大
明
神
教
化
の
伝
説
の
創
作
。
ま
た
は
仏
教
伝
来
以
来
の
本
地
垂
迹
説
を
利
用
し
付
会
す

る
方
法
を
採
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
縁
起
に
吉
祥
天
や
弁
財
天
な
ど
の
多
く
の
本
地
が
存
在
す
る
。
そ
の
な
か
で
妙
法
華
経
提
婆
品
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第
一
二
の
竜
女
が
本
地
で
あ
る
、
も
し
く
は
関
係
を
示
唆
す
る
縁
起
が
、
多
く
存
在
す
る＊1

＊

。『
本
化
別
頭
佛
祖
統
記
』
に
よ
れ
ば
、
養
珠

院
（
一
五
八
〇
〜
一
六
五
三
）
が
、
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）、
六
十
八
歳
の
と
き
、
女
人
禁
制
で
あ
っ
た
七
面
山
に
登
詣
し
た
。
そ
れ

に
よ
り
全
て
の
女
性
が
神
境
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
あ
る＊1

＊

。
女
性
の
信
仰
を
集
め
た
こ
と
が
、
女
人
成
仏
を
説
く
提
婆

達
多
品
を
経
証
に
し
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
嘗
て
は
御
遺
文
同
様
の
権
威
が
あ
っ
た
法
華
経
の
注
釈
書
『
御
義
口
伝
』

提
婆
達
多
品
の
沙
竭
羅
竜
宮
の
龍
女
に
つ
い
て
、

殊
ニ
ハ

此
ノ

八
歳

ノ
龍
女

ノ
成
仏

ハ
帝
王
持
経

ノ
先
祖
タ
リ
。
人
王

ノ
始

ハ
神
武
天
皇
也
。
神
武
天
皇

ハ
地
神
五
代

ノ
第
五

ノ
鵜
萱
葺
不
合
尊

ノ
御

子
也
。
此
葺
不
合
尊

ハ

豊
玉
姫

ノ

子
也
。
此

ノ

豊
玉
姫

ハ

沙
竭
羅
龍
王

ノ

女
也
。
八
歳

ノ

龍
女

ノ

姉
也
。
然

ル

間
先
祖

ハ

法
華
経

ノ

行
者
也

（『
定
遺
』
二
六
五
四
頁
）

　

こ
の
八
歳
の
竜
女
の
成
仏
は
、
帝
王
（
皇
室
）
が
法
華
経
を
信
仰
し
た
先
祖
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
人
王
の
始
め
は
神
武
天
皇

で
あ
り
、
神
武
天
皇
は
地
神
第
五
代
の
鵜う

萱が
や

葺す
き

不あ
え

合ず
の

尊み
こ
と

の
子
で
あ
る
。
こ
の
鵜
萱
葺
不
合
尊
は
豊
玉
姫
の
子
で
あ
り
、
豊
玉
姫
は
娑
竭

羅
竜
王
の
娘
で
あ
り
、
龍
女
の
姉
で
あ
る
。
ゆ
え
に
人
王
の
先
祖
は
法
華
経
の
行
者
で
あ
る
の
だ
と
い
う
。
さ
ら
に
娑
伽
羅
龍
王
に
つ
い

て
補
足
す
れ
ば
、『
長
阿
含
経
』
に
は
「
大
海
の
底
に
娑
伽
羅
龍
王
の
宮
殿
あ
り
、
縦
広
八
万
由
旬
、
七
重
の
宮
牆
、
七
重
の
欄
楯
等
あ

り
、
皆
七
宝
を
以
て
荘
厳
せ
ら
る＊1

＊

」
の
だ
と
い
う
。
竜
王
は
娑
伽
羅
龍
王
の
こ
と
で
、
竜
女
は
そ
の
娘
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
た
『
御
義
口

伝
』
を
参
考＊1

＊

し
た
と
推
測
で
き
る
。

　

以
上
ま
と
め
る
と
、
日
傳
の
逸
話
「
甲
州
身
延
積
善
坊
第
十
代
日
閑
法
師
傳　

附
日
傳
」
の
引
用
書
籍
は
、
道
昭
が
唐
で
玄
奘
か
ら
餞

別
の
鐺
を
、
帰
国
の
船
で
、
陰
陽
師
の
進
言
に
よ
り
竜
王
所
望
に
従
い
海
に
投
げ
た
。
そ
の
竜
王
は
、
娑
伽
羅
龍
王
の
こ
と
で
、
妙
法
蓮

華
経
提
婆
達
多
品
の
竜
女
は
そ
の
娘
で
、
七
面
天
女
の
本
地
で
あ
り
、
経
緯
は
不
明
だ
が
、
鐺
を
父
か
ら
受
け
継
ぎ
、
七
面
天
女
が
日
傳

の
修
行
成
就
の
終
了
を
促
す
た
め
に
、
明
相
の
と
き
授
け
た
こ
と
を
暗
に
示
し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、『
続
日
本
紀　

一
』『
御
義

口
伝
』、『
法
苑
珠
林
』
等
を
参
考
に
付
会
し
た
作
為
的
な
逸
話
で
あ
り
、
体
験
を
聞
き
書
き
し
た
も
の
で
は
な
い
。
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【
道
昭
逸
話
の
参
照
理
由
】

　

作
者
は
、
法
相
宗
の
道
昭
の
逸
話
を
参
照
し
た
の
か
。『
開
目
抄
』
の
法
相
宗
批
判
の
な
か
で
道
昭
の
名
前
が
確
認
で
き
る
（『
定
遺
』

五
五
四
頁
）
が
、『
乙
御
前
御
返
事
』
で
は
好
意
的
な
内
容
も
確
認
で
き
る＊1

＊

。　

　

道
昭
の
略
歴
や
逸
話
を
調
べ
て
い
く
過
程
で
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
弘
仁
年
間�（
八
一
〇
〜
八
二
四
）
に
成
立
し
た
『
日
本
霊
異
記
』

に
「
孔
雀
王
の
咒
法
を
修
持
し
て
異
し
き
験
力
を
得
、
以
て
現
に
仙
と
作
り
て
天
を
飛
び
し
縁　

第
二
十
八
」
に
登
場
す
る
。
役
小
角
の

話
で
あ
る
。
要
略
す
れ
ば
、
役
優
婆
塞
は
大
和
国
葛
木
上
郡
茅
原
村
出
身
。
博
学
で
仏
法
を
信
仰
し
、
五
色
の
雲
に
乗
っ
て
仙
人
と
遊
び
、

孔
雀
王
呪
経
の
呪
法
を
修
め
、
鬼
神
を
自
在
に
操
っ
た
。
鬼
神
に
命
じ
大
和
国
の
金
峯
山
と
葛
木
山
の
間
に
橋
を
か
け
よ
う
と
し
た
と
こ

ろ
、
葛
木
山
の
神
で
あ
る
一
言
主
が
人
に
取
り
憑
き
、
文
武
天
皇
に
役
優
婆
塞
の
謀
反
を
讒
言
し
た
。
優
婆
塞
は
不
思
議
な
力
に
よ
っ
て

天
皇
の
使
い
に
は
捕
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
母
を
人
質
に
と
ら
れ
た
た
め
に
大
人
し
く
捕
ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
伊
豆
大
島
に

流
さ
れ
た
。
昼
は
、
天
皇
の
命
に
従
い
伊
豆
大
島
に
滞
在
し
修
行
し
た
。
夜
は
富
士
山
に
行
っ
て
修
行
し
た
。
三
年
が
過
ぎ
大
宝
元
年

（
七
〇
一
年
）
正
月
の
恩
赦
で
朝
廷
の
近
く
に
帰
さ
れ
た
。
す
る
と
仙
人
に
な
っ
て
天
に
飛
び
去
っ
た
。
道
昭
法
師
が
新
羅
の
国
で
五
百

の
虎
の
請
い
を
受
け
て
、
山
中
で
法
華
経
の
講
義
を
し
て
い
た
と
き
に
、
虎
の
中
に
一
人
の
人
間
が
い
て
日
本
語
で
質
問
し
て
き
た
。
法

師
は
「
誰
で
す
か
」
と
問
う
と
「
役
優
婆
塞
」
で
あ
る
と
答
え
た
。
法
師
は
高
座
か
ら
降
り
て
探
し
た
が
、
す
で
に
居
な
か
っ
た
。
一
言

主
は
、
役
の
優
婆
塞
の
呪
法
で
縛
ら
れ
て
今
に
な
っ
て
も
解
け
な
い
で
い
る＊1

＊

。

　

役
小
角
は
、
修
験
道
の
開
祖
と
さ
れ
、
後
世
付
加
さ
れ
た
伝
説
や
逸
話
が
多
い
人
物
で
あ
る
。
新
羅
（
紀
元
前
五
七
〜
九
三
五
、
朝
鮮

半
島
南
東
部
に
あ
っ
た
国
家
）
で
、
道
昭
が
法
華
経
の
講
義
を
し
て
い
た
と
き
に
、
日
本
語
で
質
問
し
た
の
が
役
小
角
で
あ
る
こ
と
が
関

連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

日
蓮
聖
人
は
、
富
木
常
忍
が
母
親
の
骨
を
持
ち
、
身
延
へ
の
険
し
い
行
程
を
「
羅
什
三
蔵
葱
嶺
・
役
優
婆
塞
大
峰
只
今
」（『
忘
持
経
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事
』（『
定
遺
』
一
一
五
〇
頁
））
と
表
現
し
て
、
鳩
摩
羅
什
三
蔵
が
越
え
た
パ
ミ
ー
ル
高
原
と
役
小
角
が
修
行
し
た
大
峰
山
も
、
越
え
て

き
た
山
と
同
様
と
労
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
役
小
角
を
好
意
的
で
あ
っ
た
と
確
認
で
き
る
。
深
草
元
政
『
扶
桑
隠
逸
伝
』（
寛
文
四
年

（
一
六
六
四
））
に
、
冒
頭
に
役
小
角
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
た
だ
し
道
昭
の
法
華
経
講
義
の
記
述
は
な
い＊1

＊

。
役
小
角
の
逸
話
や
伝
説
を
取

り
上
げ
た
書
籍
は
多
数
あ
り＊1

＊

、『
元
亨
釈
書
』『
沙
石
集
』
等
に
確
認
で
き
、
作
者
の
引
用
資
料
の
特
定
は
で
き
な
い
。
多
く
の
書
籍
に
あ

る
道
昭
の
法
華
経
講
義
の
逸
話
か
ら
、
日
蓮
宗
の
な
か
で
好
意
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
役
小
角
の
史
実
を
紹
介
す
れ
ば
、『
続
日
本
紀
一
』
に

丁二
十
四
日丑

。
役え

の

君き
み
を

小
角づ

の

、
伊い

豆づ
の

嶋し
ま

に
流
さ
る
。
初は

じ

め
小
角
、
葛か

つ
ら
き
の木

山や
ま

に
住
み
て
、
咒じ

ゆ
じ
ゆ
つ術

を
以も

ち

て
称ほ

め
ら
る
。
外
從
五
位
下
韓か

ら

國く
に

連
広ひ

ろ

足た
り

が
師し

な
り
き
。
後の

ち

に
そ
の
能の

う

を
害そ

こ
な

ひ
て
、
讒し

こ

づ
る
に
妖え

う
わ
く惑

を
以
て
せ
り
。
故か

れ

、
遠
き
処と

こ
ろ

に
配な

が

さ
る
。
世よ

あ
ひ相

伝つ
た

へ
て
云
は
く
。

「
小
角
能よ

く
鬼く

ゐ
じ
ん神

を
役や

く

使し

し
て
、
水
を
汲く

み
薪た

き
ぎ

を
採と

ら
し
む
。
若も

し
命め

い

を
用
ゐ
ず
は
、
即す

な
は

ち
咒じ

ゆ

を
以
て
縛し

ば

る
」
と
い
ふ11

＊

　

日
本
の
正
史
に
書
か
れ
た
役
小
角
の
史
実
は
、
唯
一
こ
の
部
分
だ
け
で
あ
る
。
作
者
は
、
役
小
角
の
逸
話
を
調
査
し
た
経
験
が
あ
り
、

『
続
日
本
紀
一
』
の
記
載
箇
所
が
近
い
場
所
に
「
鐺
子
」
の
記
述
「
文
武
天
皇
四
年
（
七
〇
〇
）
三
月
己
未
」
が
あ
る
。
そ
の
た
め
印
象

に
残
っ
た
。
日
蓮
宗
に
お
い
て
、
日
蓮
聖
人
以
来
、
道
昭
・
役
小
角
を
含
め
修
験
道
に
、
好
意
的
な
一
面
が
あ
っ
た
こ
と1＊

＊

が
影
響
し
創
作

す
る
際
に
参
照
す
る
に
至
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

【
結
び
】

　

積
善
坊
の
事
実
上
の
開
基
は
、
中
興
の
第
十
代
仙
寿
院
日
閑
の
よ
う
で
あ
る11

＊

。『
本
化
別
頭
佛
祖
統
記
』「
甲
州
身
延
積
善
坊
第
十
代
日

閑
法
師
傳　

附
日
傳
」
の
舊
紀
失
名
の
作
者
は
、
積
善
坊
の
権
威
付
け
に
、
初
代
と
も
い
え
る
日
傳
の
故
事
を
、『
続
日
本
紀
一
』『
御
義

口
伝
』『
法
苑
珠
林
』
等
を
参
照
・
付
会
・
創
作
し
た
逸
話
で
あ
る
。
先
師
の
法
華
経
理
解
に
『
御
義
口
伝
』
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
、

ま
た
修
験
道
の
影
響
を
も
垣
間
見
ら
れ
た
。
舊
紀
失
名
の
書
は
、
成
立
時
期
は
日
閑
に
よ
り
七
面
信
仰
が
隆
盛
に
な
っ
た
、
十
七
世
紀
後
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半
か
ら
十
八
世
紀
前
半
、
あ
る
程
度
学
識
を
も
っ
た
人
物
の
作
成
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
後
半
の
木
剣
起
源
に
関
わ
る
逸
話
に
も
機
会
が
あ

れ
ば
言
及
し
た
い
。

　

七
面
大
明
神
は
、
曾
祖
父
で
あ
り
日
朝
寺
中
興
第
二
十
八
世
、
玉
木
晃
成
（
一
八
八
三
〜
一
九
六
二
）
の
守
護
神
で
あ
る
。
山
形
県
米

沢
市
に
初
め
て
勧
請
し
、
檀
信
徒
を
獲
得
し
寺
観
を
整
備
し
た
。
誤
解
の
な
い
よ
う
に
七
面
信
仰
を
否
定
す
る
意
図
は
な
い
こ
と
を
断
わ

っ
て
結
び
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
１　

忍
辱
鎧
日
栄
（
？
〜
一
七
二
二
）『
修
験
故
事
便
覧
』(

享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
六
月
に
成
立
、
同
十
七
年
（
一
七
三
二
）
正
月
刊
行
。

『
本
化
別
頭
佛
祖
統
記
』
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
成
立
）
に
、
日
閑
の
七
面
山
で
の
修
行
の
紹
介
の
後
「
祈
祷
加
持
ス
ル
ニ
必
ス
揚
枝
ヲ
以
テ
ス
。

無
病
不
差
無
鬼
不
去
。
因
テ
積
善
ノ
揚
枝
加
持
ト
称
ス
自
佗
ノ
験
者
木
劔
ヲ
須
ユ
ル
コ
ト
彼
ノ
揚
枝
二
擬
ス
ト
」（『
日
蓮
宗
祈
祷
聖
典
』（
加
藤

瑞
光　

宮
川
了
篤
編
）
二
一
四
〜
五
頁
）
と
あ
り
、
木
剣
は
積
善
流
の
楊
枝
に
擬
す
と
あ
り
起
源
と
い
え
る
。

＊
２　
『
孝
養
集
』
は
室
町
時
代
に
は
覚
鑁
の
著
作
と
し
て
流
布
し
て
い
た
が
、
中
野
達
慧
『
興
教
大
師
正
伝
』（
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
一
三
三

頁
〜
）
に
よ
り
偽
書
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
。
伊
原
照
蓮
「
運
敞
僧
正
と
孝
養
集
」『
興
教
大
師
八
百
五
十
年
御
遠
忌
記
念
論
集　

興

教
大
師
覚
鑁
研
究
』（
七
七
七
〜
七
八
〇
頁
）
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
広
く
覚
鑁
の
書
と
読
ま
れ
て
い
た
が
、
学
僧
た
ち
は
覚
鑁
の
作
と
は
認
め

て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

＊
３　
『
続
浄
土
宗
全
書
』�

第
十
五
巻�

二
十
頁
上

＊
４　
『
釈
氏
要
覧
』
は
、
仏
教
初
学
書
を
対
象
と
す
る
性
格
上
、
諸
宗
寺
院
の
需
要
が
あ
っ
た
。
日
蓮
宗
の
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
身
延
山
大
学
図

書
館
所
蔵
の
『
釋
氏
要
覧
』
は
各
巻
頭
に
「
身
延
文
庫
」
並
び
に
「
身
延
学
校
善
學
院
文
庫
」
の
蔵
書
印
が
捺
印
、
さ
ら
に
下
巻
末
識
語
に
「
三

札
（
マ
マ
）
全
て
身
延
山
妙
法
華
院
常
住　

日
乾
の
代
に
こ
れ
を
安
ず
」（
原
漢
文
）
と
記
載
、
身
延
二
十
一
世
日
乾
の
時
代
、
江
戸
時
代
初
期

に
身
延
山
久
遠
寺
並
び
に
西
谷
檀
林
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
刊
記
が
あ
る
整
版
本
と
し
て
最
古
は
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）

で
あ
り
、
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
整
版
付
訓
本
が
出
版
さ
れ
、
数
度
に
亘
り
板
行
が
繰
り
返
さ
れ
、『
書
林
出
版
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
日
蓮
宗
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に
関
連
し
た
も
の
は
、「
延
宝
三
年
刊
書
籍
目
録
（
天
台
宗　

付
日
蓮
宗
）」「
元
禄
五
年
刊
書
籍
目
録
（
天
台
宗　

付
日
蓮
宗
）」
が
あ
る
。
蔵
中

進
・
蔵
中
し
の
ぶ
編
『
寛
永
十
年
版
釈
氏
要
覧　

本
文
と
索
引
』
の
解
説
三
九
七
〜
四
〇
九
頁
に
纏
っ
て
い
る
。

＊
５　

前
掲
『
寛
永
十
年
版
釈
氏
要
覧　

本
文
と
索
引
』
一
二
六
頁

＊
６　
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』（
世
界
聖
典
刊
行
協
会
）
三
八
八
一
頁

＊
７　
『
法
苑
珠
林
』
の
伝
来
時
期
・
経
路
は
不
明
。
径
山
蔵
本
の
忠
実
な
復
刻
で
あ
る
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
和
刻
本
（
深
草
元
政
施
訓
、
慈

忍
日
孝
施
訓
・
識
語
）
か
ら
普
及
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
全
編
を
通
じ
て
詳
細
な
訓
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。
深
草
元
政
の
未
完
の
施
訓
で
、
百
二

十
巻
中
百
巻
で
没
し
て
い
る
。
版
元
の
平
楽
寺
の
要
望
に
応
じ
て
弟
子
の
慈
忍
院
日
考
（
一
六
四
二
〜
一
七
〇
八
）
に
よ
り
完
成
。
本
井
牧
子

「『
法
苑
珠
林
』
寛
文
和
刻
本
と
そ
の
周
辺—

深
草
元
政
・
慈
忍
日
孝
を
中
心
に—

」
大
谷
大
学
文
芸
学
会
『
文
芸
論
叢
』
七
二
を
参
照
。

＊
８　
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
五
三
巻
九
五
五
頁
ｂ

＊
９　

イ
ン
ド
で
佛
教
以
前
か
ら
使
用
さ
れ
、
佛
教
に
使
用
さ
れ
て
か
ら
も
、
数
種
の
意
味
に
変
化
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
（『
禅
学
大
辞
典
』
上

巻
三
七
〇
頁ｃ
、
斎
の
項
）

＊
10　
『
大
辞
林
』（
松
村
明
編
）
八
七
八
頁
ｄ

＊
11　
『
続
日
本
紀
』（
新
古
典
文
学
大
系
十
二　

岩
波
文
庫
二
十
三
）
二
十
三
〜
二
十
五
頁
。
宇
治
原
孟
『
続
日
本
紀
（
上
）
全
現
代
語
訳
』
は
、

そ
の
箇
所
（
二
八
〜
二
九
頁
）
で
「
鍋
」
の
字
を
使
用
し
翻
訳
し
て
い
る
。

＊
12　

七
面
大
明
神
に
つ
い
て
先
行
研
究
の
概
観
は
、
高
橋
俊
隆
『
日
蓮
聖
人
の
歩
み
と
教
え　

第
四
部
身
延
入
山
と
七
面
信
仰
』
第
五
章
に
七
面

大
明
神
の
縁
起
に
つ
い
て
成
立
年
代
に
沿
っ
て
概
説
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
坂
本
勝
成
「
江
戸
の
七
面
信
仰
─
高
田
の
亮
朝
院
を
中
心
に
─
」『
日

蓮
教
学
研
究
所
紀
要
』
第
三
号
註
五
（
二
十
五
頁
）
に
詳
し
い
。
ま
た
山
口
晃
一
「
七
面
大
明
神
批
判
史
」（
一
）『
中
外
日
報
』
平
成
二
年
（
一

九
九
〇
）
四
月
十
七
日
、
同
（
二
）『
中
外
日
報
』
同
年
四
月
二
十
五
日
は
、『
日
蓮
宗
事
典
』
で
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
事
柄
も
多
く
言
及
し
て
い

る
。

＊
13　
『
本
化
別
頭
佛
祖
統
記
』
五
三
五
頁
、『
日
蓮
宗
事
典
』「
お
万
の
方
」
の
項
に
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
に
七
面
山
に
女
人
と
し
て
初
め

て
山
頂
を
き
わ
め
た
と
あ
る
（
四
六
三
頁abc

）。
参
照
し
た
資
料
が
提
示
さ
れ
て
い
な
い
。
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＊
14　
『
日
蓮
宗
事
典
』「
竜
宮
」
の
項
（
四
一
九
頁
ｄ
〜
四
二
〇
頁ａ
）

＊
15　

日
蓮
聖
人
は
『
神
国
王
御
書
』「
地
神
五
代
の
第
一
は
天
照
太
神
伊
勢
太
神
宮
日
神
是
也
。
い
ざ
な
ぎ
い
ざ
な
み
の
御
女
也
。
乃
至
第
五
は

彦
波
瀲
武
岸
撹
草
葺
不
合
尊
。
此
の
神
は
第
四
の
ひ
こ
ほ
の
御
子
也
。
母
は
龍
女
也
。
已
上
地
神
五
代
。
已
上
十
二
代
は
神
世
也
。」（『
定
遺
』

八
七
八
頁
）
と
あ
る
。『
御
義
口
伝
』
と
微
妙
に
神
の
表
記
が
異
な
る
。
聖
人
は
『
日
本
書
紀
』
と
提
婆
品
と
習
合
す
る
認
識
が
な
い
。『
神
国
王

御
書
』
の
「
龍
女
」
の
表
記
に
つ
い
て
、
行
学
院
日
朝
（
一
四
二
二
〜
一
五
〇
〇
）『
朝
師
御
書
見
聞
集
第
三
』
に
よ
れ
ば
「
御
書
云
、
母
ハ
龍

女
也
云
云　

或
抄
ニ
云
、
日
本
記
ニ
云　

彦
火
火
出
見
ノ
尊
ワ
タ
ツ
ミ
ノ
ム
ス
メ
豊
玉
姫
ヲ
妻
ト
シ
テ
子
ウ
マ
ム
ト
シ
給
シ
時
、
豊
玉
姫
ノ
給
ハ

ク
、
吾
ツ
カ
レ
カ
子
ウ
マ
ム
時
ニ
ハ
ナ
ミ
マ
シ
ゾ
ト
ア
リ
シ
ヲ
、
尊
シ
ノ
ブ
ル
事
ア
タ
ハ
ズ
シ
テ
ウ
カ
カ
ヒ
給
フ
、
姫
サ
カ
リ
ニ
子
ウ
ミ
給
時
龍

二
ナ
リ
ヌ
、（
下
略
）」（『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
第
十
七
巻
十
二
九
頁
）。
日
蓮
聖
人
は
、
豊
玉
姫
が
出
産
時
龍
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、「
龍
女
」
と

表
記
し
た
と
日
朝
は
推
測
し
て
い
る
。
豊
玉
姫
の
父
は
、『
日
本
書
紀
』
で
は
少
童
命
（
わ
た
つ
み
の
み
こ
と
）、
海
神
（
わ
た
つ
み
、
わ
た
の
か

み
）、
海
神
豊
玉
彦
（
わ
た
つ
み
と
よ
た
ま
ひ
こ
）
な
ど
の
表
記
さ
れ
る
が
、
日
蓮
聖
人
遺
文
に
は
確
認
で
き
な
い
。
龍
神
に
つ
い
て
『
千
日
尼

御
前
御
返
事
』「
又
龍
神
の
た
す
け
に
て
事
な
く
岸
へ
つ
け
る
か
と
こ
そ
不
思
議
が
り
候
へ
。」（『
定
遺
』
一
五
四
六
頁　
『
録
内
御
書
』
真
蹟
な

し
）
と
確
認
で
き
る
が
、
法
華
経
特
に
提
婆
品
の
龍
神
と
『
日
本
書
紀
』
の
海
神
と
の
関
連
性
は
確
認
で
き
な
い
。『
御
義
口
伝
』
に
確
認
で
き

る
『
日
本
書
紀
』
と
法
華
経
と
の
習
合
思
想
は
御
遺
文
か
ら
確
認
で
き
な
い
。
中
世
は
、
古
代
以
上
に
神
話
が
活
性
化
さ
れ
た
時
代
で
、「
中
世

日
本
紀
」
ま
た
は
「
中
世
神
話
」
と
い
わ
れ
る
。
平
安
時
代
か
ら
の
朝
廷
主
宰
の
『
日
本
書
紀
』
講
義
の
注
釈
学
を
土
台
に
卜
部
や
一
条
家
な
ど

の
貴
族
知
識
人
・
儒
学
者
・
仏
教
僧
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
、
教
義
に
よ
る
解
釈
や
注
釈
が
さ
れ
た
『
日
本
書
紀
』
の
世
界
の
こ
と
を
い
う
。

正
し
く
本
文
を
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、
神
話
を
読
み
替
え
て
、
新
し
い
神
話
を
創
設
す
る
行
為
で
あ
る
。
そ
の
時
代
的
影
響
が
『
御
義
口
伝
』

に
確
認
で
き
る
。

＊
16　
『
乙
御
前
御
消
息
』「
法
華
経
は
女
人
の
御
た
め
に
は
、
暗
き
に
と
も
し
び
、
海
に
船
、
お
そ
ろ
し
き
所
に
は
ま
ほ
り
と
な
る
べ
き
よ
し
、
ち

か
（
誓
）
は
せ
給
へ
り
。（
中
略
）
道
昭
法
師
野
中
に
し
て
法
華
経
を
よ
み
し
か
ば
、
無
量
の
虎
来
て
守
護
し
き
。」（『
定
遺
』
一
〇
九
八
頁
）『
日

蓮
聖
人
御
遺
文
講
義
』
⑫
女
人
篇
（
鈴
木
一
成
著
）
に
よ
る
と
「
こ
の
書
の
御
真
蹟
は
現
存
し
て
ゐ
な
い
が
、
啓
蒙
第
二
十
五
（
二
十
六
丁
）
に

上
總
藻
原
に
存
在
し
て
ゐ
た
と
い
う
古
鈔
を
引
い
て
ゐ
る
。」（
二
十
七
頁
）
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＊
17　
『
日
本
霊
異
記
』（
新
古
典
文
学
大
系
三
十
、
岩
波
文
庫
）
四
十
二
〜
三
頁
を
要
約
。

＊
18　
『
草
山
拾
讃　

上
巻
』（
本
山
本
満
寺
）
二
九
四
頁　

下
巻
の
最
後
に
刊
行
し
た
の
が
、「
寛
文
庚
辰
仲
冬
中
」（
三
五
四
頁
）
と
あ
る
こ
と
か

ら
寛
文
四
年
と
特
定
。

＊
19　

役
小
角
の
逸
話
つ
い
て
、
銭
谷
武
平
『
役
行
者
伝
記
集
成
』
が
年
代
順
に
編
纂
・
現
代
語
訳
さ
れ
て
い
る
。

＊
20　

前
掲
『
続
日
本
紀
』
十
七
頁

＊
21　

太
政
官
布
告
第
二
七
三
号
（『
宗
教
制
度
調
査
資
料
』
第
二
巻
九
〇
頁
）
明
治
五
年
の
修
験
宗
廃
止
令
に
よ
り
今
日
、
日
蓮
宗
で
は
、
修
験

道
の
影
響
が
一
掃
さ
れ
た
感
が
あ
る
が
、
修
法
の
世
界
で
は
名
残
が
見
え
る
。

＊
22　
『
日
蓮
宗
事
典
』
積
善
坊
の
項
（
九
二
一
ｂ
〜
九
二
二ａ
）

　

米
沢
仏
教
興
道
会
で
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
鈴
木
良
知
師
と
伊
藤
良
久
師
に
、
資
料
提
供
や
示
唆
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
紙
面
を

借
り
て
、
友
情
に
感
謝
し
ま
す
。
高
橋
俊
隆
先
生
と
の
歓
談
が
、
本
稿
発
表
へ
の
端
緒
で
あ
っ
た
こ
と
も
紹
介
し
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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